
予算額

希望する非常食のカード　3枚 ¥0

¥0

レトルトカレー　5個

α米　5個 ¥0

基地、避難所のプレート　4枚 ¥0

世田谷11団、5団、16団、19団

非常食を理解する。種類、数量を正確に記憶する。迅速に移動する。

品名・項目 予算額 品名・項目

3

対象層：

ポイントNo：

責任者：

¥0

カンパンの缶詰　5個 ¥0 あめの袋入り　5袋 ¥0

さかなの缶詰　5個 ¥0 ルール説明ボード　1枚

合計金額

¥0

　プログラム実施計画書

プログラム名：

安全担当： 必要人数：

　5分屋外（芝生） 所要時間：

　7人

担当団

カブ村の非常食配り隊

カブスカウト隊 展開場所：

制限時間　1分以内に避難所に届けた非常食の数（希望通りのものー希望外のもの）各避難所10個
　　28～30個(満点)　10点
　　25～27個　　9点
　　22～24個　　8点
　　　・・　　　・
　　4～6個　　　2点
　　1～3個　　　1点
　　0個　　　0点

ルール

採点

ねらい：

想　定：

展開方法

・カブ村が大地震に見舞われました。
・家が壊れた人たちが、避難所あ、い、うに避難しています。
・カブ村役場に非常食の備蓄基地があります。
・電話、携帯はつながらず、道路もこわれて車が通れません。
・基地にいる非常食配り隊員は、避難所に走って、希望する非常食の種類と数を聞いてきます。
・基地に戻り、必要な非常食を正確にそろえ、避難所に届けます。

1.準備　備蓄基地に非常食を置く。
　　　　避難所あ、い、うに希望する非常食の種類と数を書いたカードを持った避難民を配置する。
2.ストーリー、ルールを説明。
3.基地にスカウトを集める。
4.スタートの合図で、スカウトは3班に分かれて、避難所あ、い、うに走る。
5.避難民が持つカードに書いてある非常食の種類と数を覚えて、基地に戻る。
6.基地で非常食をそろえ、避難所に届けて、終了　　制限時間　1分で終了

500㎖ペットボトル水　5本 ¥0

大震災後の被災地

安全対策：

プログラム内容：（ルール、展開方法、採点等）

・転倒の危険
・スカウト同士、他の利用者との接触を避ける。

敷物　4枚 ¥0

(10m)

(20m)

(30m)


